
         
 

 

50音 貝名前 読み札文章 貝説明

あ アッキガイ あっきがい　　　　　　　　たくさんのトゲが　鬼みたい 名前を漢字で書くと「悪鬼（あっき）貝」

い イチゴナツモモガイ いちごなつももがい　　　　見た目はイチゴに　似ているよ 東アフリカのインド洋に生息する貝

う ウミウサギ うみうさぎ　　　　　　　　ダイバー仲間の　人気者 殻が磁器のように真っ白で美しい

え エビスガイ えびすがい　　　　　　　　縁起の良い　名前だよ 2.5センチぐらいの磯にいる巻貝

お オウムガイ おうむがい　　　　　　　　海に漂う　生きた化石 5億年前から生きている

か カミナリサザエ かみなりさざえ　　　　　　ピカピカゴロゴロ　雷みたい 見る機会が少ない貴重な貝

き キイロダカラ きいろだから　　　　　　　お金として　使われていたよ 古代中国でお金として使われていた

く クマサカガイ くまさかがい　　　　　　　貝殻背負い　敵からカモフラージュ
平安時代の泥棒

「熊坂趙範（くまさかちょうはん）」に由来

け ケハダビロウドマイマイ けはだびろーどまいまい　　豊かな森に　いるんだよ 貝殻に細かい毛が生えている

こ コダママイマイ こだままいまい　　　　　　世界一派手な　かたつむり キューバのカラフルなカタツムリ

さ サクラガイ さくらがい　　　　　　　　うすくてもろい　ピンクの花びら 名前を漢字で書くと「桜貝」

し シュモクガイ しゅもくがい　　　　　　　姿はユニーク　ハンマーの形 形が鐘をたたく撞木（しゅもく）に似ている二枚貝

す スイジガイ すいじがい　　　　　　　　玄関につるして　火事防ぐ 形が「水」のように見える

せ セタシジミ せたしじみ　　　　　　　　琵琶湖の特産　おいしいよ 淡水にすむ二枚貝

そ ソメワケヘビガイ そめわけへびがい　　　　　見た目はとても　グロテスク　　　　　 筒状の変わった形の巻貝
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た タガヤサンミナシ たがやさんみなし　　　　　毒が強くて　危ないよ
毒をもつイモガイの仲間

タガヤサンは木の名前

ち チマキボラ ちまきぼら　　　　　　　　美しいらせんは　貝類館のロゴマーク 日本を代表する珍しい形の巻貝

つ ツキヒガイ つきひがい　　　　　　　　赤はおひさま　白はおつきさま ホタテガイの仲間で食べてもおいしい

て テンシノツバサ てんしのつばさ　　　　　　白いつばさで　飛び立とう 泥に潜り込む二枚貝

と トミガイ とみがい　　　　　　　　　砂地に住む　白いたまご　　 漢字で書くと「富貝」

な ナミマガシワ なみまがしわ　　　　　　　見た目はまるで　ポテトチップス 夏のインテリアにも利用される

に ニッポンダカラ にっぽんだから　　　　　　日本三名宝の　美しさ テラマチダカラとオトメダカラで三名宝

ぬ ヌリツヤハマグリ ぬりつやはまぐり　　　　　殻はピカピカ　光ってる つやのある二枚貝

ね ネズミガイ ねずみがい　　　　　　　　まだら模様の　ねずみのよう 漢字で書くと「鼠貝」

の ノコギリガキ のこぎりがき　　　　　　　形はまるで　のこぎりだ 食べられない牡蠣

は ハリママイマイ はりままいまい　　　　　　兵庫県の　かたつむり 播磨地方のカタツムリ　木の上にすむ

ひ ヒオウギガイ ひおうぎがい　　　　　　　色とりどりの　おいしい貝 食用として養殖が盛ん

ふ フジノハナガイ ふじのはながい　　　　　　取れるおだしは　美味しいよ 波打ち際で波遊びする貝

へ ヘソアキアツマイマイ へそあきあつまいまい　　　絶滅危惧種に　なってるよ 沖縄の大東島に住む珍しいカタツムリ

ほ ホラガイ ほらがい　　　　　　　　　吹いて気分は　山伏だ 日本で最大の巻貝
 

 

 

 

 

 



ま マツバガイ まつばがい　　　　　　　　夜に動いて　エサ探す 磯に住んで岩に張り付く

み ミドリパプアマイマイ みどりぱぷあまいまい　　　熱帯の森の　宝石だ パプアニューギニアのカタツムリ

む ムラヤママイマイ むらやままいまい　　　　　岩間に隠れる　平らな貝殻 新潟の山に住むカタツムリ

め メンコイダカラ めんこいだから　　　　　　素肌きれいな　可愛い貝 オーストラリアの大型のタカラガイ

も モノアラガイ ものあらがい　　　　　　　田んぼや池に　住んでいる 肺呼吸をする貝

や ヤカドツノガイ やかどつのがい　　　　　　白い角笛　砂にもぐる 砂地に住む貝の仲間

ゆ ユマハマグリ ゆめはまぐり　　　　　　　徳米博士が　大発見
日本産の二枚貝

黒田徳米氏…日本貝類学会名誉会長

よ ヨウラクヒレガイ ようらくひれがい　　　　　姿がまるで　ドレスみたい　　　　　　　　　　　
菊池貝類館館長だった菊池典男氏が出版された冊子

「貝なかま」の表紙の貝

ら ラクダガイ らくだがい　　　　　　　　背中がらくだの　コブのよう 沖縄の砂地に住む大型の貝

り リュウキュウアオイガイ りゅうきゅうあおいがい　　二枚合わすと　ハート型 サンゴ礁の砂地に住んでいる貝

る ルリガイ るりがい　　　　　　　　　海に漂い　獲物まつ 粘液で泡を作って浮かぶ貝

れ レイシ れいし　　　　　　　　　　貝紫は　魔よけの染料
貝の身から染料をとっていた

食用にもなりピリッとした味がする

ろ ロッセルダカラ ろっせるだから　　　　　　オーストラリアの　海の宝石 黒褐色のタカラガイ

わ ワシノハガイ わしのはがい　　　　　　　貝が開くと　飛び立ちそう 付着生活をする二枚貝
 

 

 

 
西宮市貝類館のホームページの「標本検索データベース」からたくさんの貝を調べてみよう。 

http://shellmuseum.jp/shell_db/index.html 

貝類館 Facebook では色んな生きものの動画をアップしているよ。ぜひ見に来てね！ 

https://www.facebook.com/Nishinomiya.City.Kairuikan/ 


